
080713-19　夏の大会④

　さわやかな女子バレーボール部。学校を出発する前から賑やかな雰囲気。おかげさまで記念撮影

にも入れていただいた。バスに乗り込む時は、ちょっと緊張。部活動指導員の先生に「おい！大丈

夫か！緊張しとるのか？」と声がかかる▼会場では、そんな心配は全くなかった。笑顔で練習に打

ち込んでいる。少し話はそれるが、懐かしい顔もいっぱい。みんな大きくなったね▼試合前には、

応援に駆け付けた家族の方々が、お手製の応援グッズを準備。横断幕も飾られている。「繋　勝ち

たかったら声を出せ」と書かれたとおり、子ども達はよく声を出していた。そして、試合スタイル

は、守備からリズムを作っていくまさに、繋ぐバレーボールだった。プレーに対する一生懸命さが

伝わってきた▼バレーのルールがラリーポイント制に変わってから、サーブ権があってもなくても

点が入る。試合の進行もスムーズになった。リベロの選手も起用され、守備力の強化がされている

▼バレーボールは、相手との身体接触がないため、ルールはハンドボールやバスケットに比べると

分かりやすいかもしれない。サーブ・レシーブ・トス・アタックと攻守もはっきりしているので、

目が離せない▼一進一退の攻防も手に汗握る。応援にも熱が入る。今日はそんなワクワクする試合

を２試合見せてもらう予定だったが、来週へと延期になった。ワクワクの延期は嫌じゃない。


